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1．はじめに   

都市とはある地点から別な地点までの移動が自由に  
行えることが保証されていなければない．そこで移動  

という観点からネットワークを利用（移動）する上で  

の“垂間の構造”のチェックをしてみよう．   

前回の発表（文献【2りでも触れているが，チェック  

の一つは与えられた空間における移動距離の分布と考  
えており，これは与えられた空間におけるあらゆる2  

地点の移動を前提とした距離の全体分布ということに  
なる．他の一つはあらゆる2地点の移動の重なりとも  
いうべきもので，ここでは移動量分布と呼ぶことにす  

るが，この量が多い地点では潜在的に実際の交通混雑  

も起こりやすいと考えちれる．   

？．鮭離分布 
まずネ．ットウ⊥ク上の任意の2点pl，p2につき，2点  

pl，拘間のネットワーク上の最短距離をβ（pl，p2）と表  
わすと，2点pl，p2が距離γ以内の2点のペアーの量は   

F（γ）＝化れ，。，く，dp血  （1）  

となる．そしてこれをγで微分した〆い）を「距離分布」  
と呼ぶことにする．   

ここで図1のように中心で交わるれ本の線分を考え，  

この線分の長さをαとし，この長されαの線分の任意の  

点から任意の点までの距離の分布を求めよう．詳細な  
議論は紙面の都合でできないが得られた結果は  

0＜γ＜αのとき  

図1放射状パターン  

そこで図2のように長さぬの線分でネットワーク  

をA，B，Cと構成すれば，式（1）においてAのときは  
花＝2，α＝4α（または乃＝1，α＝ぬとしても同じ），  

Bのときは几＝4，α＝2α，Cのときは几＝8，α＝αと置  

くことにより，距離分布が図3のように措ける．距離の  
平均値は式（2）よりA，B，Cそれぞれ鮎／3，5α／3，11αハ2  
となっている．   

3．移動量分布   
っぎにネットワーク上の任意の2点pl，p2間の移動  

（往復）をP（pl，拘）と表わすと，図1において地点J  
を通る移動の総量は   

顆）＝仏加，dpldp2  （4）  

と表わされ，これを計算すると  

ダ（ご）＝ 2∬（几α－ご）  （5）  

となる．但し放射状の中心0については別に考えて  

ダ（0）＝ 中一1）α2  （6）  

が得られる．図2のネットワークについて中心0を揃  

えてこれを図示すると図4のようになる．これを見る  
とネットワークCが距離も短く移動量も少ないように  
見える．しかしが中心0を通過する移動量を計算する  
とが式（5）よりA，B，Cそれぞれが32α2，4ぬ2，56α2とな  

り，放射状の中心における移動量をどうさばくかが重  
要な問題であることがわかる．  

4．躯ンの上ヒ較   
図3で示されたいくつかの放射状パターンにつ．いて  

比較してきたが，異なるパタ丁ンについても比較が可  

〆い）＝ 几（（れ－3）γ＋2α），  

α＜r＜2αのとき  

〆い）＝ 几（几－1）（2α－r）  

のようになる（文献【11）．   

これを用いると距離の平均値テは  

（2）  

［、（¢  几（（几－3）γ＋2α）rdγ  

（几α）2  

＋上知  
れ（几－1）（2α－γ）γdr  

（1一芸）α   
（3）  

と得られる．  
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あ＜γ≦加のとき  
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加＜γ≦3ぁのとき  

3ゐ＜γ≦亜のとき  

亜＜r≦5ぁのとき  

弘＜γ≦鎚のとき  

6ム＜γ≦釦のとき  

鱒＜γ＜10ぁのとき  

4（29γ－22あ），  

4（γ＋62り，  

20（γ＋6占），  

20（2鎚－3γ），  

16（26ムー3γ），  

16（10ムーγ）（7）  
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と得られている．そこで両者を比較すると図6のよう  
になる．  

＋  
図2 長さが等しい3つの放射状パターン  

図5放射状と格子状パターン  

2（‡  4α  古α  βαJ・   

図3 3つの距離分布  

Xb   

図6 距離分布の比較（R：放射状，G：格子状）  

5．．おわりに  

紙酢渦冶もあり前章では距離分布の比較しかでき  
なかった．移動量分布についても比較可能であり両者  

の違いがはっきりする．またさらに放射状に環状線を  

入れたり，より現実的なネットワークについても計算  
可能だが別な機会に譲ることにする．   
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図4 移動量分布  

能であり，紙面の都合から放射状パターンと格子状パ  

ターンを距離分布で比較しよう．双方の総延長を同じ  
にするために図5の放射状パターンRについては式（1）  

において乃＝11，α＝3ぁとおく．一方格子状Gについ  

ては図5のように長さ餉の線分6本からなるものとし，  

このGについての距離分布ほ文献【1】より  

0＜γ≦あのときノ（γ）＝12（5γ＋舶），  
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